
（1） 2025 年 1 月 1 日発行 1 月号  No.229健康をつくる。平和をつくる。いのち輝く社会をつくる。

お元気ですか
発　行　者

奄美医療生活協同組合
鹿児島県奄美市名瀬長浜町8-7

電話0997-52-0585
FAX 0997-52-8881

奄美医療生協NEWS

２面
・支部長新年の
　ごあいさつ
３面
・笠利支部結成
　20周年記念
　祝賀会
４面
・診療案内
・理事会だより
５面
・南大島区
　「生協まつり」
６面
・徳之島以南区
　「生協まつり」
７面
・介護ウェーブ
　自治体訪問
・北大島区ウォーク
　イベントｉｎ宮古崎
８面
・読者だより
・お元気ですかクイズ
・ゆいちゃんがいく

奄美医療生協の仲間と出資（2024 年 10 月末現在）　　●組合員数 23,021 人　　●出資金 377,750,871 円　　●班数 153 班

　

新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
、
奄
美
医
療
生
活
協
同
組
合

は
、
創
立
70
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
振

り
返
れ
ば
、
組
合
員
と
と
も
に
幾
度
と

な
く
苦
難
を
乗
り
越
え
て
き
た
70
年
で

し
た
。「
地
理
的
な
離
島
は
あ
っ
て
も
、

人
の
生
命
に
離
島
が
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
地
域
に
寄

り
添
う
医
療
、
介
護
、
福
祉
を
守
り
抜

い
て
歩
ん
で
き
た
歴
史
で
し
た
。

　

今
、
物
価
高
騰
が
人
々
の
生
活
を
直

撃
し
「
暮
ら
し
て
い
け
な
い
」
と
い
う

悲
鳴
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
特
に
高
齢

者
の
年
金
生
活
に
お
い
て
は
深
刻
な
状

況
で
す
。
自
公
政
権
が
、
物
価
上
昇
を

下
回
る
年
金
改
定
で
実
質
減
額
を
続

け
、
安
倍
政
権
の
12
年
間
に
、
公
的

年
金
は
実
質
で
７
・
８
％
も
削
減
さ
れ

ま
し
た
。“
目
減
り
”
し
た
年
金
額
は

30
兆
円
を
超
え
ま
す
。
昨
年
夏
、
電
気

代
の
負
担
を
苦
に
し
て
エ
ア
コ
ン
の
使

用
を
控
え
て
熱
中
症
に
な
り
、
亡
く
な

る
高
齢
者
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

　

介
護
で
は
、
提
供
体
制
の
崩
壊
と
い

う
介
護
制
度
の
危
機
が
進
行
し
て
い
ま

す
。
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
介
護
人
材

が
不
足
し
、
人
手
不
足
と
経
営
悪
化
に

よ
る
介
護
事
業
所
の
撤
退
・
廃
業
・
倒

産
が
続
出
し
て
い
ま
す
。
と
く
に
、
訪

問
介
護
の
基
本
報
酬
を
削
減
し
た
こ
と

が
大
打
撃
に
な
り
ま
し
た
。
私
た
ち

医
福
祉
生
協
連
、
民
医
連
で
は
、
介

護
崩
壊
を
防
ぐ
「
介
護
ウ
ェ
ー
ブ
」

を
、毎
年
11
月
を
起
点
に
取
り
組
み
、

署
名
運
動
、
自
治
体
懇
談
を
行
っ
て

い
ま
す
。
医
療
で
は
、
75
歳
以
上
の

高
齢
者
の
医
療
費
の
窓
口
負
担
は
、

「
原
則
＝
１
割
、
現
役
並
み
所
得
者

＝
3
割
」
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

単
身
で
年
収
200
万
円
以
上
の
人
な
ど

の
窓
口
負
担
を
2
割
に
引
き
上
げ
る

改
悪
が
強
行
さ
れ
た
た
め
に
、
深
刻

な
受
診
抑
制
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
う
え
、
政
府
は
3
割
負
担
の
対

象
を
さ
ら
に
広
げ
る
方
針
を
打
ち
出

し
ま
し
た
。
国
保
料
の
値
上
げ
も
高

齢
者
に
大
き
な
負
担
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

年
金
・
介
護
・
医
療
な
ど
社
会
保

障
は
、
国
民
の
大
切
な
権
利
で
あ
る

と
同
時
に
、
経
済
の
重
要
な
部
分
を

占
め
て
い
ま
す
。
公
的
年
金
は
、
地

域
経
済
を
支
え
る
大
き
な
柱
で
す
。

そ
の
年
金
が
削
減
さ
れ
、
医
療
や
介

護
の
負
担
が
増
え
る
こ
と
は
、
家
計

の
所
得
を
減
ら
し
、
生
活
不
安
・
将

来
不
安
を
増
大
さ
せ
、
経
済
に
大
き

な
マ
イ
ナ
ス
と
な
り
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
医
療
福
祉
生
協
連
の

２
０
３
０
年
ビ
ジ
ョ
ン
「
誰
も
が
健

康
で
居
心
地
よ
く
く
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
へ
の
挑
戦
」
の
提
起
を
受
け
、

そ
の
実
現
に
向
け
事
業
と
運
動
を
進

め
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
に
徳
之
島

診
療
所
新
築
移
転
が
あ
り
ま
す
。

「
地
域
に
寄
り
添
う
結
い
の
診
療
所
」

と
し
て
２
０
２
５
年
オ
ー
プ
ン
を
目

指
し
、
奄
美
医
療
生
協
全
域
で
取
り

組
み
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。「
医
療

生
協
の
病
院
、
診
療
所
、
事
業
所
が

あ
っ
て
よ
か
っ
た
」
と
、
地
域
で
必

要
と
さ
れ
る
奄
美
医
療
生
協
を
目
指

し
今
年
も
組
合
員
さ
ん
と
と
も
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

理
事
長　

福
﨑
雅
彦

謹
ん
で
新
春
の
ご
祝
辞
を
申
し
上
げ
ま
す

新 徳之島診療所

地域に寄り添う結いの診療所
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★班会レポートを募集しております（取材の依頼も受け付けております）。詳しくは奄美医療生協・本部まで ☎ 52-0585

地
域
に
寄
り
添
い
守
り
抜
い
た
島
人
の
生
命
と
暮
ら
し 

こ
れ
か
ら
も
力
を
合
わ
せ
、
平
和
な
健
康
で
居
心
地
よ

く
く
ら
せ
る
未
来
を
紡
い
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

上方支部

藤田貞代支部長
理事兼務

龍郷支部

森 昭子副支部長

金久支部

文谷和博支部長

長浜支部

政 敦子支部長

中央奄美支部

池田かよみ支部長

四谷支部

大和支部

米山晃代支部長

江﨑信子支部長

西方支部

渡山スミ子支部長東方支部

斉藤広乃支部長

山郷支部

与倉利津子支部長

伊仙支部

恵 幸夫支部長

天城支部

文田栄次郎支部長

徳之島北支部

津田信夫支部長

徳之島南支部

西川三枝子支部長

笠利支部

山口京子支部長

下方支部

荒田まゆみ支部長
理事兼務

ヘビの
かぶり
もの
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11
月
10
日
（
日
）
奄
美
観
光
ホ
テ
ル

に
お
い
て
、
支
部
結
成
20
周
年
祝
賀
会

が
、
組
合
員
52
名
、
職
員
・
元
組
織
担

当
職
員
12
名
総
勢
64
名
の
参
加
で
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
笠
利
支
部
は

２
０
０
２
年
に
発
足
。
組
合
員
の
家

「
絆
の
家
」
を
拠
点
に
、
現
在
18
の
班

が
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
支
部
代
表

あ
い
さ
つ
を

泉
ス
ヤ
子
地

域
理
事
が
行

い
、
従
姉
妹

の
當
順
子
さ

ん
が
奄
美
中
央
病
院
に
入
院
し
た
こ
と

が
支
部
誕
生
の
き
っ
か
け
だ
っ
た
と
の

事
で
す
。
奄
美
医
療
生
協
の
理
念
に
感

銘
を
受
け
、
退
院
後
に
友
人
、
知
人
に

声
か
け
を
行
い
、
支
部
を
結
成
し
た
経

緯
を
話
さ
れ
ま
し
た
。
結
成
後
、
残
念

な
が
ら
順
子
さ
ん
は
亡
く
な
ら
れ
ま
し

た
が
、
そ
の
意
志
は
引
き
継
が
れ
、
支

部
活
動
は
大
き
く
広
が
っ
て
行
き
ま
し

た
。
祝
賀
会
に
は
班
長
・
班
員
、
手
配

り
協
力
者
も
招
待
さ
れ
、
祝
舞
、
祝
唄
、

舞
踊
、
八
月
踊
り
な
ど
の
余
興
を
楽
し

み
ま
し
た
。
歓
談
中
に
、
こ
れ
ま
で
の

支
部
活
動
の
思
い
出
写
真
が
ス
ラ
イ
ド

シ
ョ
ー
で
流
れ
、
当
時
を
懐
か
し
ん
で

い
ま
し
た
。
最
後
は
六
調
と
万
歳
三
唱

で
閉
会
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
宴
会
制
限

や
会
場
確
保
の
困
難
も
あ
り
2
年
ご
し

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
20
年
の
活

動
を
振
り
返
り
、
更
な
る
支
部
の
発
展

に
思
い
を
馳
せ
る
祝
賀
会
と
な
り
ま
し

た
。

地
域
支
援
部　

福
田　
雄
樹

地
域
の
絆
で
結
ば
れ
結
成

笠
利
支
部 

支
部
結
成
20
周
年
祝
賀
会
開
催

地域に支えられ 20年

支部長

山口京子さん

泉 スヤ子 理事

介護疲れの際はご利用ください。　要支援１～要介護５の短期お預かりができます。    老健せとうち     ☎ 0997-73-1155
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南大島診療所　☎ 0997-72-0107   休診日：土曜、日曜、月曜、火曜・水曜の午後

徳之島診療所・デイケアにじ  ☎ 0997-83-2131 休診日：日曜、月曜・水曜・土曜の午後

月 火 水 木 金 土

午
前
診
療

受付 9:00 ～ 12:00

診療 9:30 ～ 12:00

一般
外来 福﨑 福﨑 吉俣 吉俣 福﨑 休診

専門
外来 － － － ③週

糖尿病 － ②週 循環器

午
後 訪問診察 ②④週

訪問診察
①③週

訪問診察 － ②④週
訪問診察 －

午後休診
夕
診

受付 16:30 ～ 18:00

診療 17:00 ～ 18:00

一般
外来 － － 吉俣 － 福﨑

小児予防接種
午前 お 問 い 合 わ せ く だ さ い －

夕診 － － － お問い合わせください －

生協在宅サービスセンター
営業時間：平日 8:30 ～ 17:00（土曜日は 12:30）

奄美中央病院：☎ 0997-54-4443
せ と う ち：☎ 0997-72-2822
と く の し ま：☎ 0997-81-2755

介護に関するご相談にケアマネージャーがお受けします。

生協ヘルパーステーション
営業時間：平日 8:30 ～ 17:00（土曜日は 12:30）

あ ま み：☎ 0997-57-7373
せ と う ち：☎ 0997-72-3567
とくのしま：☎ 0997-85-3884

生協訪問看護ステーション
営業時間：平日 9:00 ～ 17:30（土曜日は 13:00）

あ  ま  み：☎ 0997-57-7171
ｻﾃﾗｲﾄ せ と う ち：☎ 0997-72-2985
ｻﾃﾗｲﾄ あ ま ぎ：☎ 0997-81-2755

介護老人保健施設せとうち・　　　　   
　　　　　　 通所リハビリテーション
●入所：「要介護１～５」の方
●通所・短期入所：「要支援１～２」と「要介護１～５」の方
○入所：
　繰り返し利用もできます。1 ヶ月から半年を目安に
　生活リハビリを受けられます。
○短期入所（ショートステイ）：
　家庭での介護が一般的に出来ないときに利用できます。
○通所リハビリ（デイケア）：
　１日６～ 7 時間を基準にサービスを受けられます。
　短時間利用もできます。
○訪問リハビリ：  
　自宅でリハビリテーションを受けられます。

介護に関するお困りごと等、お気軽に支援相談員まで
お尋ねください。　　　　　　　☎ 0997-73-1155

月 火 水 木 金 土

午前
診療

受付
8:00 ～ 12:00

診療
8:45 ～ 12:30

一般
外来 ○ ○  ○ ○ ○ ○

専門
外来 － － ①週 小児科

④週 消化器
②④週

糖尿病外来
②週 循環器
③週 呼吸器 ③週 呼吸器

訪問
診療 14:00 ～ 17:00 ○ ②④週のみ ①③週のみ ①③週のみ － －

午後
診療

受付 18:00 まで
診療 17:00 ～

一般
外来 －

17:00 ～

〇 －
17:00 ～

〇
17:00 ～

〇
午後休診

受付 18:00 まで
診療 14:00 ～

専門
外来 － ①週 小児科

④週 消化器 － － ②週 循環器
③週 呼吸器

小児科予防接種
（受付は 17:30 まで）

午前 ○ ○ ○ ○ ○ －

午後 － お問い合わせ
ください － お問い合わせ

ください
お問い合わせ

ください －

 ■午後診療は、火曜日、木曜日、金曜日の 17：00 ～。 ■日曜日の終日、月曜日、水曜日、土曜日の午後は休診です。

受付 診察 月 火 水 木 金 土 日

午
　
前

月曜

～

日曜

7:30

～

12:00

月曜

～

日曜

8:45

～

12:30

内
　
科

第 1 診察室
（一般外来） 交替制 交替制 交替制 交替制 交替制 交替制 交替制

第 2 診察室
（予約制） 交替制 交替制 交替制 交替制 交替制 交替制 －

第 3 診察室
（予約制）

野口
（生活習慣病）

堀
（呼吸器）

堀
（呼吸器）

堀
（呼吸器）

佐藤
（生活習慣病）

①③週 古賀
（生活習慣病） －

第 5 診察室
（予約制）

川畑
（循環器）

酒本
（消化器）

福﨑
（循環器）

平元
（生活習慣病）

川畑
（循環器）

②③④週
川畑（循環器） －

第 6 診察室
（予約制）

土屋
（糖尿病）

土屋
（糖尿病）

土屋
（糖尿病）

福﨑（循環器）

④週佐伯（腎臓）

①②③⑤週
土屋（糖尿病）

④週佐伯（腎臓）

③週小川（乳腺）

②④週佐伯（腎臓）
－

小児科 楠田 楠田 楠田 楠田 楠田 楠田 －

午
　
後

月曜

～

金曜
15:00

～

18:30

土曜
13:00

～

16:30

月曜

～

金曜
16:00

～

19:00

土曜
14:00

～

17:00

内
　
科

1 診（一般外来）
診療 16:00 ～ 19:00

交替制 交替制 交替制 交替制 交替制 交替制 －

予約外来
診療 16:00 ～ 19:00

－

糖尿病外来
土屋

14:00 ～16:00

堀（呼吸器）
17:00 ～19:00

禁煙外来

堀
15:00 ～16:00

－
腎臓外来

④週 佐伯 － －

小児科
 受付 16:00 ～ 18:30
 診察 17:00 ～ 19:00

楠田 － － － 楠田
④週 森田 － －

奄美中央病院・デイケアひまわり
※日曜は第 1 診察室にて午前のみの診療となります。
※小児科の予防接種は木曜・金曜の午後となります（予約制）。☎ 0997-52-6565

理
事
会
だ
よ
り

第
6
回
法
人
理
事
会
が
開
催
さ
れ
次

の
事
項
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

１
、
通
知
事
項

　

⑴ 

組
織
・
社
保
活
動
報
告

　

⑵ 

2024
年
9
月
の
経
営
報
告

２
、
報
告
承
認
事
項

　

⑴ 

第
47
期
第
5
回
理
事
会
議
事

　
　

  

録
の
承
認

　

⑵ 

第
47
期
第
8
回
常
務
理
事
会

　
　

  

報
告

　

⑶ 

第
47
期
期
中
監
査
報
告

　

⑷ 

徳
之
島
診
療
所
建
設
関
係
の

　
　

  

進
捗
状
況

　

⑸ 

2024
年
秋
の
生
協
強
化
月
間
中

　
　

  

間
ま
と
め

３
、
協
議
議
決
事
項

　

⑴ 

2024
年
度
上
半
期
ま
と
め
と
第

　
　

  

2
四
半
期
以
降
の
課
題
の
進

　
　

  

捗
に
つ
い
て

　

⑵ 

70
周
年
記
念
「
お
元
気
で
す

　
　

  

か
」
最
終
校
に
つ
い
て

　

⑶ 

年
末
一
時
金
借
入
と
当
面
の

　
　

  

資
金
対
策
に
つ
い
て

　

⑷ 

第
47
期
役
員
・
事
業
所
管
理

　
　

  

者
・
支
部
3
役
会
議
の
開
催

　
　

  

に
つ
い
て

　

⑸ 

第
48
期
通
常
総
代
会
の
開
催

　
　

  

に
つ
い
て

４
、
そ
の
他
の
事
項

　

①
2024
年
11
月
～
2025
年
1
月
の
日
程
案



お 元 気 で す か（5） 2025 年 1 月 1 日発行 1 月号  No.229

　11 月 24 日（日）「南大島区生協まつり」が開催されました。今年は、5 年前と同様の「瀬戸内町立古
仁屋小学校体育館」を会場に、組合員、職員家族等総勢 270 名の参加での開催となりました。まつりで
は、恒例の健康チェック、体育館舞台では各支部組合員さん及び出演者の唄、踊り等多彩な出し物が披
露されました。子どもたちにはゲームコーナー、外では食べ物等の出店もあり快晴の中で、70 周年を
記念する楽しい生協まつりとなりました。南大島区生協まつりへご協力いただいた関係者の皆様ありが
とうございました。

オープニング古仁屋小学校金管バンド

ストリートダンス

みんなで六調

外ではバザー等の出店が

恒例の餅投げ

閉会あいさつ

森 直弘 理事

日頃の練習の成果をフラダンス



お 元 気 で す か（6） 2025 年 1 月 1 日発行 1 月号  No.229

　11 月 24 日（日）奄美医療生協徳之島以南区「生協まつり」が徳之島町体育センターを会場に、組合員、
職員家族総勢 130 名の参加で開催されました。主管となる伊仙支部の恵幸夫実行委員長の開会挨拶でス
タートし各支部及び出演者の歌や踊り、楽器演奏など多彩な出し物で楽しみました。最後は全員で六調
を踊り、次年度主管支部となる天城支部の秋田浩平理事の閉会挨拶で無事終了しました。ご協力ありが
とうございました。

開会挨拶
恵 幸夫 支部長

徳南支部

治野さん

研修医 江原先生

サックス演奏

徳南支部

歌・高校３年生 天城支部閉会挨拶

秋田浩平 理事

全員で六調

伊仙支部　三味線愛好会

天城支部　平野さん

徳北支部　踊り「花の徳之島」

徳職員出し物「ＵＦＯ」

オープニング「徳之島闘牛太鼓」



お 元 気 で す か（7） 2025 年 1 月 1 日発行 1 月号  No.229

お元気ですかの感想・ご意見、皆さんの近況など募集しています。医療生協本部までお寄せ下さい。 ☎ 0997-52-0585

　

11
月
8
日（
金
）
に
瀬
戸
内
町
、
11

月
13
日（
水
）
に
奄
美
市
、
11
月
14
日

（
木
）
に
徳
之
島
三
町
を
訪
問
し
、
自

治
体
と
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
の
訪
問
に
は
、
各
区
の
介
護
ウ
ェ

ー
ブ
実
行
委
員
長
、
組
織
担
当
者
、
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
事
務
長
、
看
護
部
長

な
ど
が
参
加
し
ま
し
た
。
意
見
交
換
で

は
、
介
護
困
難
事
例
の
紹
介
や
、
介
護

現
場
か
ら
集
約
し
た
意
見
や
要
望
を
伝

え
る
と
と
も
に
、
介
護
保
険
制
度
の
課

題
を
共
有
し
ま
し
た
。

　

瀬
戸
内
町
で
は
、
町
内
に
タ
ク
シ
ー

業
者
が
い
な
い
こ
と
に
よ
る
要
介
護
者

の
移
動
の
不
便
さ
が
あ
り
、
一
般
ド
ラ

イ
バ
ー
が
自
家
用
車
で
有
償
輸
送
を
行

う
「
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
」
サ
ー
ビ
ス
の
導

入
検
討
の
可
能
性
に
つ
い
て
確
認
し
ま

し
た
。

　

奄
美
市
で
は
、
佐
大
熊
住
宅
の
老
朽

化
問
題
へ
の
対
応
進
捗
や
、
災
害
時
の

対
応
、
認
知
症
対
策
に
つ
い
て
話
し
合

い
、
ま
た
、
申
請
書
類
の
事
務
処
理
改

善
に
つ
い
て
も
要
望
し
ま
し
た
。

　

徳
之
島
三
町
で
は
、
身
寄
り
の
な
い

方
が
施
設
入
所
を
断
ら
れ
る
事
案
に
つ

い
て
報
告
し
ま
し
た
。
ま
た
、
天
城
町

で
は
訪
問
入
浴
車
サ
ー
ビ
ス
が
な
い
こ

と
か
ら
、
町
と
し
て
の
支
援
の
検
討
を

要
望
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
奄
美
医
療

生
協
で
行
わ
れ
て
い
る
助
け
合
い
の
会

や
班
会
活
動
、
居
場
所
づ
く
り
の
取
り

組
み
も
紹
介
し
、
今
後
の
協
力
や
連
携

の
可
能
性
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
意
見
交
換
を
通
じ

て
、
非
常
に
有
意
義
な
対
話
が
で
き
ま

し
た
。

　
　

看
介
護
部
長　

與　

美
和

　

11
月
23
日（
土
）

勤
労
感
謝
の
日
、

大
和
村
宮
古
崎

（
サ
サ
ン
ト
）
を

会
場
に
、
組
合
員

16
名
職
員
家
族

26
名
の
参
加
で

「
ウ
ォ
ー
ク
イ
ベ

ン
ト
２
０
２
４
in

宮
古
崎
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

快
晴
の
天
候
で

し
た
が
11
月
も
終

わ
り
が
近
い
時

期
、
少
し
肌
寒
い

中
整
備
さ
れ
た
、

宮
古
崎
（
サ
サ
ン

ト
）
の
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
コ
ー
ス
（
約

3
ｋ
ｍ
）
を
無
事
歩
く
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
途
中
ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ
の

糞
や
、
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
を
身
近
に
見
学

出
来
る
な
ど
自
然

豊
か
な
コ
ー
ス
で

し
た
。
森
を
抜
け

る
と
、
東
シ
ナ
海

の
青
い
海
原
を

バ
ッ
ク
に
、
笹
の

絨
毯
が
広
が
り
感

動
的
な
景
色
を
見

な
が
ら
折
り
返
し

点
に
到
達
し
ま
し
た
。
展
望
台
で
記
念

撮
影
を
行
い
、
昼
食
は
国
直
で
大
和
支

部
手
作
り
の
絶
品
カ
レ
ー
を
味
わ
う
こ

と
が
出
来
、
大
満
足
の
ウ
ォ
ー
ク
イ
ベ

ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

奄
美
医
療
生
協
で
は
、
各
区
で
毎
年

ウ
ォ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で

次
回
ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
。

　
　
　
　

地
域
支
援
部　

福
田　
雄
樹

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
介
護
崩
壊 

介
護
ウ
ェ
ー
ブ
２
０
２
４

奄
美
市 

瀬
戸
内
町 

徳
之
島
三
町
訪
問

奄美市高齢者福祉課との意見交換

初冬の まほろばの郷を歩く

ウォークイベント2024 in 宮古崎 

いつまでも残したい宮古崎の自然
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※ 創立シリーズは最終回になります。 
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全
国
ス
ロ
ー
ガ
ン
は 

創
立
７
０
周
年
を
迎
え
ま
し
た
⑤ 

奄
美
医
療
生
活
協
同
組
合
は
昨
年 

南
大
島
診
療
所
の
創
設 

 

1964
年
3
月
県
警
本
部
の
指
導
の
元
機
動
隊 

地
域
に
寄
り
添
い
必
要
と
さ
れ
る
診
療
所
へ 

より創設 

南
大
島
保
健
生
活
協
同
組
合
へ 

護
の
質
も
大
幅
に
向
上
し
た 

不
当
弾
圧
と
闘
い
！
全
国
か
ら
支
援 

全国支援により弁護士2名が 

職員・組合員が不 

創立時の診療所と役職員 

1974年大湊に新診 

庁前大勢の支援者が座り込み 

権力にもマケズ苦難に 

て
阿
木
名
へ
移
転 

1961
年
5
月
に
設
立
準
備
会
を
立
ち
上
げ
8
月 

活
協
同
組
合
連
合
会
加
入
が
決
定
し
ま
し
た 

医
師
1
名
看
護
師
2
名
事
務
2
名
で
診
療 

が
開
始
さ
れ
た
。
民
医
連
に
も
加
入 

多くの町民が医療から遠ざけ 
られていた時代、切実な要望に 

に
よ
る
弾
圧
。
理
事
長
他
3
名
の
職
員
が 

不
当
逮
捕
さ
れ
た 

来古、法定闘争勝訴 

民主医療を守れの声に、大島支 

幾
多
の
困
難
を
乗
り
越
え
1964
年
5
月
日
本
生 

療所建設 
2004 年古仁屋中心部 
へ移転。法人で初めて 
電子カルテ導入 

沖縄返還海上集会 
へも職員派遣 

全国支援を受け、 

いた診療所 

屈の精神で守り抜 

2020
年
老
健
せ
と
う
ち
の
隣
接
診
療
所
と
し 

外
来
か
ら
在
宅
、
施
設
介
護
と
切
れ
目
の 

な
い
医
療
介
護
拠
点
へ 

1990
年
に
合
併
し
奄
美
医
療
生 

協
と
な
り
、
奄
美
中
央
病
院 

か
ら
の
支
援
も
あ
り
医
療
介 

もマケズみんなで守り 
抜いたみんなの診療所 

お 元 気 で す か

地 理 的 な 離 島 は あ っ て も 　 人 の 生 命 に 離 島 が あ っ て は な ら な い

（8） 2025 年 1 月 1 日発行 1 月号  No.229

“お元気ですか”クイズ
紙面のどこかに答えがあるよ～＼(^o^)／

１、笠利支部が開催した祝賀会は

　　答え　①支部結成 10 周年記念

　　　　　②支部結成 20 周年記念

　　　　　③支部結成 5 周年記念

２、南大島診療所が設立されたのは何年

　　答え　① 1961 年　 ② 1990 年　 ③ 1954 年

３、笠利支部が拠点にしている組合員の家の名称は

　　答え　①みんなの家　 ②絆の家　 ③ゆらおう家

４、介護ウェーブ自治体訪問で奄美市の意見交換した

　　課（部署）は

　　答え　①住民課　 ②税務課　 ③高齢者福祉課

５、北大島区ウォークイベントの行われた宮古崎の別

　　の呼び名は

　　答え　①デザート　 ②タント　 ③ササント

それぞれ答えを○で囲んでください。

この用紙を使う場合必ずお書き下さい

　　　  〒

ご住所

お名前

＜お元気ですかへのご感想・ご意見＞

※当選者はお元気ですか 4 月号でお知らせいたします。

※ご記入いただいた個人情報は、本アンケートに関わる目的のみに
　使用します。

※いただいた感想を掲載する事があります。ご了承ください。

＜応募方法＞◆応募方法はどちらでも良いです
◆ハガキまたはメールにてご応募の方は答えを記入して送って下さい。
◆応募用紙に直接記入し切り取とって区の地域支援部職員へお渡し
　ください。
上記方法で、お元気ですかへの感想等を添えてお送りください。
正解者の中から抽選で 5名の方に図書カードをプレゼントします。

＜宛て先＞〒894-0036　奄美市名瀬長浜町8-7　生協会館２階
　　　　　 奄美医療生協　お元気ですかクイズ係
＜メール＞honbu＠amami-hca.sakura.ne.jp
●締め切りは 2025 年2月28日（当日消印有効）
〈10月号当選者〉西 悦子/太野郁子/泉 イズ子/賀川航太 /源 由美子

お元気ですかクイズ / 応募用紙
＜キリトリ＞

＜キリトリ＞

読者だより
・四課題の意義を理解しました。自分に出来ることを協
　力していきたいです。
・先日は、奄観での記念式典有難うございました。美味
　しい料理を頂きながら活動も知れてとても楽しい時を
　過ごせました。その後、放射線治療が始まり頑張って
　います。治ったら、いろいろ参加させて下さい。
・ゆいちゃんがいく 50 号到達おめでとうございます。
　核と人間は共存できない。老朽化原発コワイです。
・ゆいちゃんがいく No50 で、核のこわさを知りまし
　た。


